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論文内容の要旨

本論文では，高次マルコフ従属性を持つ{O， 1} ー値確率変数の集合における特定長さの“ 1 "の連の個数の厳密

分布を求めるためのひとつの統一的なアプローチを提案する。

第 1 章では， fl-overlapping counting 法の考え方と条件付き確率母関数による方法について概略を述べる。第 2

章では、 X1，…， Xn を時間一様な {O， 1} ・値の高次マルコフ連鎖であるとし、その上で長さkのつ"の連を ι

overlapping counting 法で数え、その個数の厳密分布を求めるo ここで、 k は n 以下の正の整数であり、 E は k より

小さい任意の整数であるとする。第 3 章では、{O， 1} -値確率変数からなる時間一様な高次マルコフツリー上で non

overlapping counting 法で数えた長さ k の“ 1 "の連と overlapping counting 法で数えた長さkの“ 1 "の連の個

数の厳密分布を求める。高次マルコフツリーについては今までその概念がなかったため、この論文で初めて高次マル

コフツリーの定義を与えるo 応用問題として、高次マルコフツリー上で consecutive-k-out-of-n : F system を考え、

その信頼性を求めるo また、第 2 章と第 3 章では、その理論結果の例証として各々の確率関数のグラフなどを図示す

る。第 4 章では、各章で扱った連の問題を実際に計算するためのプログラムとその結果を与えるo

本論文で導出した結果は、新しいだけではなく一般的であるo いくつかの周知の結果は、その特別なケースとして

得られる o しかも、それを用いて計算アルゴリズムを容易に作ることが出来るので、計算機を用いた数式処理計算に

非常に適している。本論文で扱っている連の問題は、高次マルコフ従属性が仮定され、しかも、有向木上で連を数え

るので、その計算が大変複雑ではあるが、計算機上で数式処理言語を用いることによってその厳密分布などをシンボ

リックにかつ高速に計算することが可能であるo

論文審査の結果の要旨

本論文では、高次マルコフ従属性を持つ {O， 1} -値確率変数の有限集合における特定の長さの“ 1 "の連の個数

の厳密分布について論じている。本論文の第 2 章では、 {O ， 1} ー値確率変数の集合が時間的に一様な高次マルコフ連

鎖である場合を議論している。通常、連の個数は、重複を許して数える方法や重複せずに数える方法というように

I数え方」に依存する。本論文では、今までの数え方を一般化し、かつ統一的な方法で“ 1 "の連の個数の厳密分布
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を導出している。

とくに、今までの接近法では扱うことが難しかったような新しい「数え方」に関する連の個数の厳密分布も得てい

る。また、これらの結果の応用の可能性も示している o

第 3 章では， {O, 1} ー値確率変数列の集合が有向木の頂点の集合と対応づけられる場合に、有向木の向きに沿った

つ"の連の個数の分布を考察している。その際、有向木上のマルコフ分布を拡張した高次マルコフ分布を導入し、

その仮定の下で“ 1 "の連の個数の厳密分布を導出している。有向木は、枝分かれが無い場合には列であるので、こ

の章で得られている結果は、高次マルコフ従属性を持つ試行列上の既知の結果を特別な場合として含むものである。

これらの結果を導くための主な手法は、条件付き確率母関数の方法であり、理論的な結果として、さまざまな条件の

下での条件付き確率母関数聞の関係式が与えているo

この論文は、理論的に新しい結果を見通しよく導いたものである。得られた条件付き確率母関数聞の関係式を用い

て計算アルゴリズムを容易に作ることができ、計算機上で数式処理言語を用いることにより、連の個数の厳密分布を

実際に計算することができるo また、システムの信頼性の問題などへの応用の可能性も議論されている。さらに、本

論文で与えられた理論的結果を使った数値計算の例を多数示しており、複雑なモデルの数値計算における数式処理の

応用例にもなっている。

以上の成果は，連に関する離散分布論の研究に知見を与え貢献をするものであり、博士(理学)の学位論文として

価値のあるものと認める。
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